
幼児教育におけるMicrosoft PowerPoint による
ディジタル紙芝居の活用の有効性

織 田 芳 人

Effectiveness of Using Picture-Story Show Made with Microsoft PowerPoint
in Early Childhood Education

Michito ODA

Nagasaki Women’s Junior College Annual Report of Studies,51：8－15

長崎女子短期大学紀要 第51号 令和7年度 別刷
Reprinted form

2026



論 文

幼児教育におけるMicrosoft PowerPoint による
ディジタル紙芝居の活用の有効性

織 田 芳 人

Effectiveness of Using Picture-Story Show Made with Microsoft PowerPoint
in Early Childhood Education

Michito ODA

キーワード：ディジタル紙芝居、Microsoft PowerPoint、幼児教育

1．研究の背景
1‐1．2018年の『幼稚園教育要領』施行
Society5．01）時代に適した教員養成の在り方が

検討され、2018（平成30）年4月から新たな『幼
稚園教育要領』が施行された。その中の「指導計
画の作成上の留意事項」の一つとして「幼児期は
直接的な体験が重要であることを踏まえ、視聴覚
教材やコンピュータなど情報機器を活用する際に
は、幼稚園生活では得難い体験を補完するなど、
幼児の体験との関連を考慮すること」2）が挙げられ
た。

1‐2．2021年の『教職課程コアカリキュラム』
改訂
大きな転換が2020（令和2）年からのコロナ禍

によってもたらされた。社会的に ICT環境の早
急な整備が求められ、教職課程においても、ICT
活用をいっそう促進するため、2021（令和3）年
8月、文部科学省教員養成部会で『教職課程コア
カリキュラム』が改訂された3）。
小学校・中学校・高等学校の教諭の免許で修得

すべき科目「各教科の指導法（情報機器及び教材
の活用を含む。）」が「各教科の指導法（情報通信
技術の活用を含む。）」へ変更され、「教育方法及
び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）」は基

本的に「教育方法及び技術」と「情報通信技術を
活用した教育の理論及び方法」の2科目へ二分さ
れた4）。
幼稚園教諭の免許については、従来通り「保育
内容の指導法（情報機器及び教材の活用を含
む。）」及び「教育方法及び技術（情報機器及び教
材の活用を含む。）」とされたが、「教育の方法及
び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）」の
「（3）情報機器及び教材の活用」における到達
目標に、以下の注釈が付記されている。
※幼稚園教諭は「子供たちの興味・関心を高め
たり課題を明確につかませたり学習内容をふり
かえったりするために、幼児の体験との関連を
考慮しながら情報機器を活用して効果的に教材
等を作成・提示することができる。」5）

子どもの成長を切れ目なく支えるという観点か
らは、2018年施行の『幼稚園教育要領』で幼保小
の円滑な接続が期待された。それを考え合わせる
と、幼児教育においても、「情報機器及び教材の
活用」から「情報通信技術の活用」すなわち「ICT
活用」への展開が将来へ向けた課題の一つと考え
られる。

長崎女子短期大学紀要 第51号 令和7年度〈2026．3〉

－8－



2．関連研究
2‐1．メディア活用
既報で1989年～2017年を調査対象として、幼児

教育におけるメディア活用に関する国内の研究を
概観し、「幼児によるメディア活用」6）及び「保育
者によるメディア活用」7）としてまとめた。結果の
一部を表1に示す。表1でいうメディアとはコン
ピュータ、タブレット、スマートフォン、インター
ネット等の電子情報機器類を指している。
新谷ほか（2001）は PC、液晶プロジェクター、

ディジタルカメラ、スキャナー等を用いることで
保育者自身によるコンテンツ作成も可能とする
「ディジタル紙芝居」を試みた。幼稚園で実験を
行い、既存の紙芝居に比べて大画面で迫力・説得
力がある動画を導入できる、パソコン画面上で修
正や背景処理等が容易、既存コンテンツのコピー
が容易等のメリットを確認した8）。
新谷ほか（2001）・芝野ほか（2008）で使用さ

れている液晶プロジェクターがより短焦点化・高
輝度化されているので、ディジタル紙芝居もいっ
そう迫力・説得力のなるものになると推測され、
より高い解像度の大型液晶テレビも実用化されて
いるので、ディジタル紙芝居等の可能性がますま
す拡大していくと推測された9）。

2‐2．ディジタル紙芝居
幼児教育における ICT活用は、子ども自身が
様々な活動の中で ICTを活用する場合と、保育
者が子どもの活動を支援するために ICTを活用
する場合の二つに大別される。
ディジタル紙芝居に関しても同様の状況が考え

られる。小山（2017）は、子どもたち自身の表現
活動として「電子紙芝居のような形で子どもが作
成・準備し、発表するということも考えられる。
その際、子どもたち自身が作成した絵や造形作品
をディジタルカメラで撮影し、映像に合わせて子
どもたちがセリフを言いながら発表することもで
きるだろう」と述べている10）。
幼児によるディジタル紙芝居の制作に関する研
究は、既報における文献収集では見あたらなかっ
たが、その後、報告されている。
牛田ほか（2021）は「子どもでも制作・上演で
きる、タッチでおもに操作するディジタル紙芝居
システムを開発」した。その「使いやすさに留意
したシンプルなシステム」を用いて実施した子ど
も対象のワークショップを報告している11）。

3．研究目的
新谷ほか（2004）は、「（1）学生自身による
PowerPoint を使用した『ディジタル紙芝居』の
制作過程と、（2）制作者自身による幼稚園等で
の紙芝居の保育実践とから構成される」カリキュ
ラムを報告している12）。
本稿においても、同上のプロセスで、近い将来、
保育者になると期待される本学幼児教育学科学生

表1 研究テーマ別文献数の推移：全収集文献6）

図1 大型モニターによる視聴

図2 液晶プロジェクターと大型スクリーンによる
視聴
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が、ICT活用の課題としてMicrosoft PowerPoint
（以下 PowerPoint と略記）でディジタル紙芝居
を制作する。さらに、学生の一部に限られるが、
本学附属幼稚園で大型モニターを利用したディジ
タル紙芝居の実践を試みる。
そのプロセスで、学生へのディジタル紙芝居の

制作に関するアンケート、及び、幼稚園教員への
実践に関するアンケートを行う。それらの結果等
から、幼児教育においてディジタル紙芝居の活用
が有効かを検討することが本稿の研究目的である。
幼児教育における ICT活用という観点から、

改めて本研究を捉えると、ディジタル紙芝居の制
作におけるプレゼンテーション・アプリ Power-
Point の活用だけでなく、その実践における大型
モニターの活用も挙げられる。
大型モニターや大型スクリーンを活用して、い

ろいろな静止画や動画を視聴する場合は、小型の
タブレットを活用する場合よりも、より多数の子
どもたちの間で思いや意見の交流が盛んになり、
共感が高まることが期待される。
大型モニターの活用（図1）は、明るい室内で

見ることができ、子どもたちの影が映ることもな
いので、多数で楽しむことができる。
一方、液晶プロジェクターと大型スクリーンの

活用（図2）では、子どもが立ち上がると、その
影がスクリーンに映ることも十分推測される。そ
れが他の子どもたちの視聴を妨げることになる反
面、影絵の効果によって新しい遊びの空間が生じ
る可能性もある。
新谷ほか（2002）は液晶プロジェクターを活用

したディジタル紙芝居の実践において、「印象的
であったのは、多くの幼児が、プロジェクタの光
源に手をかざして『影絵遊び』を始めたことであ

る。…、この光景は、デジタル紙芝居の新たな可
能性として注目される」と指摘した13）。
糟谷ほか（2023）は液晶プロジェクターを活用
して「吊るしたソフトなスクリーンに海中の画像
を投射し、その中で遊ぶ活動を行った」保育実践
を報告している14）。

4．研究方法
4‐1．関連授業科目
本学幼児教育学科では、2024（令和6）年から、
それまで「保育方法論」に含めていた「情報機器
及び教材の活用」の内容を「保育と ICT活用」（1
単位）として切り出し、残る「保育方法論」（1
単位）と組み合わせる形で、上述した教職コアカ
リキュラムにおける「教育の方法及び技術（情報
機器及び教材の活用を含む。）」（2単位）に対応
させている。
専門教育科目「保育と ICT活用」は1年後期
の開設科目で、その中に PowerPoint によるディ
ジタル紙芝居の制作を含めている。ディジタル紙
芝居の制作は、1年前期の教養科目「情報科学」
で行っている PowerPoint による動物キャラク
ター制作の応用として位置付けられる。

4‐2．ディジタル紙芝居の制作方法
制作手法は① PowerPoint による図形の組み合
わせによる描画、②色鉛筆・絵具等の描画材によ
る手描き、③折り紙・切り紙等の紙加工による描
画の3つに大別される。②と③の手法では、その
描画をフラットスキャナーで読み取って、Power
Point のスライドに貼り付ける。フラットスキャ
ナーの活用も ICT活用の一つと捉えられる。
保育者養成では、折り紙や切り紙が幼児の造形

図3 ①図形の組み合わせ例1 図4 ①図形の組み合わせ例2 図5 ①図形の組み合わせ例3
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表現の手法として周知されているので、本研究に
おける制作手法の一つとして③を加えている。制
作手法別の諸例を図3～図11に示す。ディジタル
紙芝居のデータを学内システム内での使用に限定

することで、現代の絵本作家からの引用も認める
ことにした。各図の引用元を本稿末尾に示す。

4‐3．調査対象
1年後期の専門教育科目「保育と ICT活用」
を受講した学生を主な調査対象とする。多くの学
生が個人的に随時パソコンを使用できる環境には
ないので、1年前期の教養科目「情報科学」（必
修）及び1年後期の専門教育科目「保育と ICT
活用」（選択必修）での課題作成にかける時間は
各授業時間内にほぼ限られていると推測される。
結果的に、パソコンの操作に不慣れな学生が少な

表2 ディジタル紙芝居制作のアンケート

図6 ②手描き例1 図7 ②手描き例2 図8 ②手描き例3

図9 ③折り紙例（一部ちぎり絵） 図10 ③切り紙例1 図11 ③切り紙例2

表3 ディジタル紙芝居：アンケートの評定

表4 ディジタル紙芝居実践のアンケート

図12 ディジタル紙芝居の実践の様子
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くないので、ディジタル紙芝居の制作手法は
PowerPoint による図形の組み合わせの描画に限
定していない。
次いで、上記科目「保育と ICT活用」でディ

ジタル紙芝居制作を経験したゼミ生がゼミ活動の
一部として、新たにディジタル紙芝居を制作し、
本学附属幼稚園の園児を対象として、大型モニ
ター活用によるディジタル紙芝居を実践した（図
12）。その実践を視聴した附属幼稚園教員に、助
言・指導も兼ねた調査への協力をお願いした。

4‐4．調査方法
（1）ディジタル紙芝居の制作
専門教育科目「保育と ICT活用」において「ディ

ジタル紙芝居制作」を終了した後、受講生に対し、
Google フォームでARCSモデルを参照したアン
ケートを実施した（表2）。
ARCSモデルは J．M．ケラーが提唱した学習者
の動機付けモデルである。学習意欲を注意（Atten-
tion）、関連性（Relevance）、自信（Confidence）、
満足感（Satisfaction）の4つの要因で捉え、こ
れらの頭文字をとってARCSモデルと呼ばれる15）。
評定は5段階とした。選択肢ラベル及び評定数

値を表3に示す。アンケート末尾に、感想等の自
由記述欄を設けた。

（2）ディジタル紙芝居の実践
本学附属幼稚園の「遊戯室」で、登園した3～
5歳児たちが各クラスで全体活動を始める前の自
由時間を利用して、ゼミ生がディジタル紙芝居を
実践した。それを視聴した附属幼稚園教員5名に
対し、紙媒体でアンケートを実施した。幼稚園児
を対象とする実践のため、手遊びによる導入から
始めて、一つのディジタル紙芝居を行い、次に簡
単なスケッチブック・シアターとペープサートを
挟んで、もう一つのディジタル紙芝居を行うとい
う流れで行った。アンケート項目もその流れを踏
まえて作成した（表4）。
評定は5段階として表2に準じた。各アンケー
ト項目別に、改善点等の指摘を含む自由記述欄を
設けた。アンケート末尾に、全体を通した感想等
の自由記述欄を設けた。

表5 ディジタル紙芝居制作のアンケート結果 表6 ディジタル紙芝居実践のアンケート結果

表7 ディジタル紙芝居制作の要因別平均値・標準偏差

表8 ディジタル紙芝居制作の手法別割合

幼児教育におけるMicrosoft PowerPoint によるディジタル紙芝居の活用の有効性

－12－



5．調査結果
5‐1．ディジタル紙芝居の制作
ディジタル紙芝居制作について、ARCSモデル

を参照したアンケートを実施した。有効回答数N
＝38である。結果を表5に示す。

5‐2．ディジタル紙芝居の実践
ディジタル紙芝居実践について、アンケートを

実施した。有効回答数N＝5である。結果を表6
に示す。

6．考 察
6‐1．ディジタル紙芝居の制作
表5の平均値を比較すると、「注意」（平均値

4．08～4．61）及び「自信」（平均値3．97～4．34）
に対して、「満足感」（平均値3．97～4．11）がやや
低い傾向を示している。
要因別の平均値及び標準偏差を求めると、表7

が得られる。要因別の平均値がそれぞれ4．00以上
であることから、ディジタル紙芝居の制作が受講

生からかなり高く評価されたと推測される。特に
「面白そうだ」及び「やればできそうだ」は平均
値4．20以上を示しており、制作に対する動機も高
かったと推測される。
提出課題から求めた制作手法別の割合を表8に
示す。図形の組み合わせによる描画を選択した受
講生は32％、手描きによる描画を選択した受講生
は63％である。手描きによる描画を選択した学生
が2倍近くいたことは、学生全体のパソコン習熟
度の低さにも起因していると推測される。
表9はディジタル紙芝居制作のアンケートにお
ける自由記述の一部を制作手法（表8）別に要約
したものである。「難しかった」という記述は「手
描き」欄よりも「図形の組み合わせ」欄で多く見
られる。紙芝居では複数枚のスライドを描くこと
になるので、パソコン習熟度が低いほど、描き慣
れた「手描き」を選択したということも容易に推
測される。
「図形の組み合わせ」欄には「楽しかった」と
いう記述も複数見られるので、パソコン習熟度の
高い学生も一定数いることがわかる。
「手描き」欄に「自分で描いた絵をスキャナー
で読み取って、パソコンに移すこともできること
を初めて知った」との記述がある。フラットスキャ
ナーを活用すると、手描きによる描画であっても、
パソコンに取り込むことによって、ディジタル紙
芝居を制作できることを新たに学んだことがわか
る。その延長として、子どもたちが描いた絵をス
キャナーで読み取って紙芝居にすることもできる
ことが容易に推測される。
紙媒体の紙芝居に比べて、ディジタル紙芝居は

表9 ディジタル紙芝居制作の手法別自由記述 表10 ディジタル紙芝居実践の自由記述
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破れない、大きく見せられる等のメリットを有す
ることを指摘する記述もある。制作手法の別に関
係なく、「保育の現場で活用できる、使えそうだ」
という趣旨の記述も複数見られ、保育・幼児教育
におけるディジタル紙芝居の活用の可能性が示唆
されている。
ICT活用の一つであるディジタル紙芝居の制

作には、プレゼンテーション・アプリ（本稿では
PowerPoint）の活用が必要であり、場合によっ
てはフラットスキャナーの活用も含まれる。
したがって、ディジタル紙芝居の制作は、幼児

教育における有効な ICT活用の一つになり得る
と考えられる。

6‐2．ディジタル紙芝居の実践
表6において、本稿に大きく関わる質問は q3

と q4である。アンケート回答数N＝5であるが、
大まかな傾向を知ることはできる。
質問 q3に対する平均値は4．60であり、かなり

高い評価といえる。視聴した幼稚園教員の多くが
「ディジタル紙芝居のストーリーは子どもたちに
とってわかりやすかった」と受け止めたようであ
る。
質問 q4に対する平均値は3．40であり、やや低

めの評価である。標準偏差0．80は幼稚園教員の中
で評価が分かれたことを示している。ナレーショ
ンとセリフの使い分けが曖昧であると捉えた教員
もいたと推測される。
表10はディジタル紙芝居実践のアンケートにお

ける自由記述を要約したものである。表6からも
読み取れたように、ナレーションとセリフの使い
分けが曖昧であるとの指摘が複数見られる。声の
トーンについても指摘がある。これらの指摘が、
質問 q4に対するやや低めの評価に影響を及ぼし
たと推測される。ディジタル紙芝居を上演するに
あたって、ナレーションとセリフの使い分けが非
常に重要であることが示唆されているが、ディジ
タル紙芝居に限ったことではなく、紙媒体の紙芝
居においても、ナレーションとセリフの使い分け
は非常に重要な要素であるといえる。
「デジタル紙芝居を初めて見ることができて良

かった」という評価も得られた。附属幼稚園では、
大型モニターは通常、保護者向けの説明会や園に
おける行事の紹介で使用されていて、ディジタル
紙芝居に活用するといった事例はなかったとのこ
とである。
「保育室に戻った子どもたちが『面白かったね』
と言っていた」との記述は、園児たちの具体的で
肯定的な声を知ることができ、大変貴重である。
幼児教育においてディジタル紙芝居の上演が有効
であると推測される。

7．まとめと課題
幼児教育においてディジタル紙芝居の活用が有
効であるかを検討するため、先ず、ICT活用の
課題としてプレゼンテーション・アプリ Power
Point でディジタル紙芝居を制作した本学幼児教
育学科学生に対して、ARCSモデルを参照した
ディジタル紙芝居の制作に関するアンケートを実
施した。アンケート等から得られた結果を以下に
示す。
（1）要因ARCS別の平均値がそれぞれ4．00以
上であったことから、ディジタル紙芝居の制作
が学生からかなり高く評価されたと推測された。
特にＡ「面白そうだ」及びＣ「やればできそう
だ」は平均値4．20以上を示しており、制作に対
する動機も高かったと推測された。
（2）自由記述「自分で描いた絵をスキャナーで
読み取って、パソコンに移すこともできること
を初めて知った」から、フラットスキャナーを
活用すると、手描きによる描画をパソコンに取
り込んでディジタル紙芝居の制作ができること
を学んでいた。
（3）自由記述に「保育の現場で活用できる、使
えそうだ」という意見が複数見られたことから、
保育においてディジタル紙芝居を活用できるこ
とが示唆された。
次いで、ゼミ生による本学附属幼稚園でのディ
ジタル紙芝居の実践を視聴した幼稚園教員に対し
て、ディジタル紙芝居の実践に関するアンケート
を実施した。アンケートから得られた結果を以下
に示す。

幼児教育におけるMicrosoft PowerPoint によるディジタル紙芝居の活用の有効性
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（1）質問 q3の平均値が4．60であったことから、
実践されたディジタル紙芝居のストーリーは子
どもたちにとってわかりやすかったと受け止め
られたと推測された。

（2）質問 q4の平均値が3．40であったことと自
由記述から、ナレーションとセリフの使い分け
について、その高い重要性が示唆された。

（3）「保育室に戻った子どもたちが『面白かっ
たね』と言っていた」との園児たちの具体的で
肯定的な声から、幼児教育においてディジタル
紙芝居を上演することが有効であると推測され
た。
したがって、幼児教育におけるディジタル紙

芝居の制作及び上演は、ICT活用の一つとし
て有効であると推測された。
ディジタル紙芝居を制作するには、プレゼン

テーション・アプリ（本稿では PowerPoint）
を活用する必要があり、場合によってはフラッ
トスキャナーを活用することも必要になる。
ディジタル紙芝居を上演するには、大型モニ
ターの活用、あるいは、液晶プロジェクターと
大型スクリーンの活用が必要となる。
本稿では、幼児教育においてディジタル紙芝居

の活用が有効であることをある程度示すことがで
きた。今後の課題として、子どもたちが描いた絵
をスキャナーで読み取って紙芝居にするという手
法も含めて、子どもたち自身がディジタル紙芝居
の制作あるいは上演にどのように関わることがで
きるかを検討していきたい。
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ディジタル紙芝居作品例の引用元
図3：なかや みわ「くろくんとふしぎなともだち」
図4：あきやま ただし「へんしんトンネル」
図5：じゃんぼ かめ「いちごでなかよし」
図6：松野正子さく・原田治え「かさ」
図7：ロシア民話「おおきなかぶ」
図8：わかやま けん「こぐまちゃんのみずあそび」
図9：せな けいこ「にんじん」
図10：せな けいこ「ねないこだれだ」
図11：三浦太郎「くっついた」
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